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町の人口と世帯数

信,人口

世帯数3,819帯帯
（昭和55年8月111現在）
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今
月
十
六
日
、
農
業
者
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
で
「
冷
害

危
機
突
破
金
木
町
民
大
会
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

大
会
で
は
、
町
民
九
百
人
が

参
加
す
る
中
、
田
中
町
長
が
冷

害
に
取
組
む
強
い
決
意
を
表
明

ま
た
各
団
体
及
び
参
加
者
か
ら

も
実
態
報
告
や
救
済
対
策
に
つ

い
て
の
要
望
が
出
さ
れ
、
大
会

決
議
案
十
二
項
目
が
満
場
一
致

で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
急
速
駆
け
付
け
た
木

村
守
男
代
議
士
ほ
か
来
賓
か
ら

激
励
の
こ
と
ば
が
あ
り
、
大
会

の
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。
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…
七
月
以
来
の
異
常
低
温
、
日
照
不
足
等
に

よ
り
、
当
町
の
農
作
物
は
壊
滅
的
な
大
打
撃

を
受
け
て
い
る
。

金
木
町
農
作
物
冷
害
対
策
本
部
が
九
月
十

日
現
在
で
調
べ
た
と
こ
ろ
、
被
害
額
は
二
十

一
億
三
千
五
百
万
円
と
推
定
さ
れ
、
こ
れ
か

ら
さ
ら
に
増
え
る
も
の
と
思
わ
れ
る
．
…
…

砲園蹴L ｜
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●

ジ
ワ
ジ
ワ
襲
っ
て
き
た
冷
害
。

誰
も
が
考
え
て
も
み
な
か
っ
た

に
違
い
な
い
。
七
月
の
異
常
低

温
。
例
年
だ
と
蒸
し
暑
く
ジ
リ

ジ
リ
と
照
り
つ
け
る
太
陽
が
、

今
年
は
ほ
ん
の
二
、
三
日
。

稲
の
出
穂
は
遅
れ
た
が
、
そ
れ

で
も
天
候
が
Ｍ
復
し
て
な
ん
と

か
持
ち
直
し
て
く
れ
る
だ
ろ
う

と
い
う
期
待
を
こ
め
て
、
瓶
害

虫
や
水
密
理
に
注
意
し
な
が
ら
、

天
候
を
兄
ま
も
っ
て
き
ま
し
た
。

町
で
も
、
八
月
十
二
日
、
不

順
天
候
対
策
本
部
（
本
部
長
川

中
町
長
）
を
没
慨
し
、
水
稲
の

出
穂
状
況
の
調
盃
や
管
理
指
導
、

怖
報
の
提
供
等
を
し
て
、
こ
れ

に
対
処
し
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
八
月
二
十
一
円
と
二

十
二
日
の
二
日
間
天
候
が
肌
復

を
兄
せ
た
の
で
す
が
、
二
十
三

日
か
ら
再
び
下
り
坂
と
な
り
、

冷
夏
は
そ
の
ま
ま
推
移
し
、
冷

害
が
確
定
的
と
な
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。

九
月
一
日
、
不
順
天
候
対
策

本
部
を
、
金
木
町
農
作
物
冷
害

対
策
本
部
（
本
部
長
川
中
町
長
）

に
切
蕎
え
、
被
災
農
家
の
救
済

に
対
処
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

四
月
に
開
催
し
た
冷
害
対
策

会
雛
で
は
、
前
日
の
町
内
十
三
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》
巡
回
農
業
相
談
会
行
う

一

一々

８
月
西
日
～
９
月
３
日
二
百
五
十
人
参
加

一
聞
く
た
め
、
金
木
町
農
業
委
貝
税
の
減
免
処
置
を
。
皆
無
作
水
事
項
に
な
っ
て
い
ま
す
。

冷
害
に
悩
む
艘
家
の
意
兄
を
保
と
買
入
れ
に
助
成
金
を
。
町
も
審
議
さ
れ
、
国
県
へ
の
要
望

“
会
（
櫛
引
政
雄
会
長
）
で
は
、
田
の
認
定
を
早

》
先
月
二
十
五
日
か
ら
今
月
三
曰
く
し
て
青
刈
り

一
業
相
談
会
を
開
催
し
て
き
ま
し
な
ど
、
冷
害
に

ま
で
、
町
内
八
カ
所
で
巡
回
艇
で
き
る
よ
う
に
。
」

一
鋤
峠
癖
鉢
』
や
壼
唾
繩
杢
云
岬
耗
で
廷
べ
二
百
五

相
談
会
で
は
、
農
地
制
度
の
策
を
望
む
も
の

改
正
、
農
用
地
商
度
利
用
促
進
ば
か
り
で
し
た
。

町
内
八
カ
所

一
部
》
拙
録
郵
鐸
惟
岬
や
》
畔
岬
勢
蹄
畔
雫
獅
稚
（
農
委
の
説
明
を
き
く
農
民
）

そ
れ
ら
は
、
「
多
額
の
共
済
金
た
こ
の
相
談
会

庇 与 ” ” … ” …ロロタヶ…
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と
推
定
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

国
・
県
に
対
す
る
十
一
項
目
の

要
望
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

翌
五
日
、
木
村
守
男
代
議
士

が
冷
害
調
査
に
来
町
、
田
中
町

長
よ
り
被
害
の
説
明
を
受
け
、

嘉
瀬
地
区
を
視
察
し
ま
し
た
。

ま
た
、
午
後
に
は
、
県
と
県
議

会
へ
要
望
書
を
提
出
、
県
農
業

共
済
連
へ
共
済
金
の
早
期
支
払

等
を
強
く
要
望
し
て
き
ま
し
た
。
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会
」
を
開
催
し
、
約
九
百
人
の

町
民
が
参
加
、
十
二
項
目
の
要

望
事
項
が
決
議
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ら
は
、
翌
十
七
日
、
県
な

ど
関
係
機
関
へ
陳
怖
さ
れ
ま
し

た
。

ま
た
、
二
十
日
か
ら
は
、
災

害
制
度
資
金
の
受
付
、
既
貸
付

金
の
償
還
延
期
の
希
望
受
付
等

が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

町
で
は
、
毎
日
の
よ
う
に
国
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当
町
の
冷
害
を
視
察
す
る
北
村
知
事
（
右
か
ら
二
番
）
と
竹
内
代
識
士
（
左
端
）

戸凡

ロも勺

●
』

ヵ
所
の
作
況
調
在
の
結
果
を
報

許
、
こ
れ
に
よ
る
と
当
町
の
被

害
額
は
十
九
侭
三
千
四
百
万
円

（
↑
田
沢
・
竹
内
両
代
識
士
）

（
↓
現
地
視
察
に
来
た
木
村
代
織
士
）

一
口

~

P

〃

そ
し
て
、
十
日
、
こ
れ
ま
で

の
作
況
調
企
等
の
資
料
を
整
理

し
た
と
こ
ろ
、
三
日
現
在
２
－

｜

IL

三
日
現
在
の
三

十
五
％
と
み
ら

れ
て
い
た
作
況

指
数
が
、
水
稲

で
は
二
十
八
％

に
落
ち
こ
み
、

そ
の
被
害
金
額

は
約
二
十
億
五

千
八
百
二
十
五

万
五
千
円
と
推

定
、
ま
た
、
葉

た
ば
こ
で
も
三

十
％
以
上
の
被

害
が
予
想
さ
れ
、

約
六
千
七
百
万

円
の
減
収
、
飼

料
作
物
の
背
刈

ヒ
エ
に
も
約
一

千
万
円
の
減
収

な
ど
、
被
害
金

額
は
実
に
二
十

一
億
三
千
五
百

万
円
と
推
定
さ

れ
ま
し
た
。

十
三
ｎ
に
は
、

剛
沢
吉
郎
代
縦

士
、
竹
内
黎
一

代
鍍
士
が
冷
害

の
調
介
に
来
町

し
、
金
木
の
王

水
地
Ⅸ
を
視
察

●
し
ま
し
た
。

十
六
日
、
中
里
町
を
北
村
知

事
が
視
察
す
る
と
聞
い
て
、
田

中
町
長
は
冷
害
対
策
本
部
委
員

ら
と
陳
情
に
行
き
、
知
事
と
会

談
、
予
定
を
変
更
し
て
も
ら
い
、

金
木
の
玉
水
地
区
を
視
察
し
て

も
ら
い
ま
し
た
。

そ
の
日
の
午
後
に
は
、
農
業

者
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
で

「
冷
害
危
機
突
破
金
木
町
民
大

県
等
へ
陳
怖
し
て
、
救
済
対
策

を
一
刻
も
早
く
識
じ
て
下
さ
る

よ
う
要
望
し
て
い
ま
す
が
、
被

害
に
あ
っ
た
農
家
の
み
な
さ
ん

が
意
気
消
沈
と
し
て
い
て
は
ど

う
に
も
な
り
ま
せ
ん
。
今
こ
そ

み
な
さ
ん
が
一
丸
と
な
っ
て
、

冷
害
対
鎖
に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

(3）
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町
制
施
行
六
十
周
年

町
村
合
併
二
十
五
周
年

統
合
金
木
小
学
校
他
落
成

念
式
典
挙
行

己
二
三
回

今
年
は
、
町
制
が
施
行
さ
れ

て
か
ら
六
十
周
年
、
ま
た
、
金

木
町
、
認
瀬
村
、
忠
良
市
村
の

三
町
村
が
合
併
し
て
新
し
く
金

木
町
と
な
っ
て
か
ら
二
十
五
周

年
目
に
当
た
り
ま
す
の
で
、
統

合
金
木
小
学
校
、
吊
り
橘
（
桜

松
橘
）
、
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

の
落
成
式
と
共
に
、
そ
の
紀
念

式
典
が
、
九
月
十
二
Ｈ
、
統
合

金
木
小
学
校
で
挙
行
さ
れ
ま
し
‐
ｌ
快
家
嘉
瀬
）
、
古
り
を
目
棟
に
。
腱
業
を
基
盤
産

た
。
不
順
天
候
が
続
き
、
し
か
も
川
清
右
ェ
門
一
家
言
良
市
）
業
と
し
、
農
林
、
観
光
資
源
の

謹
聴

（
式
辞
を
述
べ
る
田
中
町
長
）

い
る
か
の
よ
う
施
行
さ
れ
て
六
十
間
年
、
ま
た
彰
で
は
、
朧
代
町
村
挺
と
し
て

●

●

●

町
で
は
、
別
年
度
の
金
木
町

脚
趾
他
胆
保
険
被
保
険
者
の
優

良
世
帯
認
世
帯
を
表
彰
し
、
そ

の
表
彰
式
が
９
月
１
Ｈ
、
金
木

町
中
央
公
民
鯨
で
行
わ
れ
ま
し

た
。

こ
の
優
良
世
帯
と
は
、
国
民

健
販
保
険
税
を
全
額
納
め
て
お

り
、
年
度
中
、
全
く
卿
氏
健
康

保
険
被
保
険
者
証
を
使
わ
ず
無

疾
病
で
あ
っ
た
世
帯
を
い
い
ま

す
。

式
で
は
、
川
中
豊
蔵
町
長
か

ら
、
「
こ
れ
か
ら
も
、
ま
す
ま

す
健
版
に
翻
意
し
、
家
族
み
ん

な
仲
良
く
、
そ
し
て
明
る
い
町

づ
く
り
に
ご
協
力
下
さ
い
。
」
と

あ
い
さ
つ
が
あ
っ
た
あ
と
、
銅

世
帯
に
表
彰
状
が
授
与
さ
れ
ま

し
た
。表

彰
さ
れ
た
世
帯
は
、
次
の

と
お
り
で
す
。
（
敬
称
省
略
）

〈
金
木
〉
（
大
東
ヶ
丘
）
剛
中

朝
五
郎
（
旭
ヶ
丘
附
地
）
津

烏
義
弘
、
角
川
勝
利
（
昭
和

町
）
土
岐
タ
マ
、
佐
々
木
み
や

（
英
昭
町
）
太
川
静
江
（
上

山
遊
町
）
溜
井
要
次
郎
（
南

新
町
）
小
山
内
ま
つ
江
（
川

町
）
江
良
京
子
、
藤
元
栄
、
鳴

海
男
治
（
本
町
）
商
橋
君
江

国
保
優
良
世
帯
表
彰
さ
れ
る

別
年
度
は
開
世
帯

（
栄
町
）
酒
井
ミ
チ
、
伊
藤
玲

子
。
（
芦
野
町
）
．
鈴
木
ヤ
エ

薪
鹿
町
）
大
野
剛
（
若
松

町
）
太
川
徹
、
鈴
木
尊
司
津

脇
勘
之
亟
、
竹
谷
佐
蔵
、
沢
田

敬
三
（
朝
日
町
）
田
中
才
五

郎
、
中
谷
チ
エ
（
神
明
町
）

角
川
誠
一
（
米
町
）
長
尾
竜

雄
、
木
川
り
つ
（
小
川
町
）

松
野
キ
ョ
イ
（
川
端
町
）
楠

美
佐
千
江
（
三
軒
町
）
松
橘

光
義
、
白
川
俊
明
〈
嘉
瀬
〉

（
下
古
町
）
白
崎
秀
令
、
鴫
海

つ
や
（
本
町
）
鴫
海
キ
ク
エ

（
冷
水
）
沢
川
惣
市
、
蛸
燭
ミ

ヨ
（
上
冊
和
町
）
坂
本
清
蔵

（
下
昭
和
町
）
今
ツ
ル
（
上

小
栗
崎
）
山
中
敏
正
（
下
派

立
）
浜
川
す
み
（
上
新
町
）

松
川
忠
勝
（
東
町
）
八
幡
正

平
（
上
派
立
）
木
下
ソ
ョ

花
川
明
（
中
派
立
）
工
藤
君

男
〈
喜
良
市
〉
（
東
岩
見
町

）
今
玉
蔵
（
西
岩
見
町
）
伊

藤
邦
雄
（
林
町
）
岡
川
専
九

郎
（
北
本
町
）
奈
良
勝
雄
、

岡
川
勝
男
（
下
派
立
）
桑
川

勝
夫
（
上
柏
木
）
飯
塚
一
美

（
川
端
町
）
古
川
イ
サ
ヲ
（

南
本
町
）
伊
丸
岡
経
子

(4）
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木
立
民
五
郎
氏
、
大
橘
忠
雄
氏

花
川
一
氏
、
大
橘
忠
勝
氏
の
四

氏
が
、
ま
た
、
歴
代
縦
長
で
は

伊
藤
宮
雄
氏
、
中
村
美
智
男
氏

原
冊
一
実
氏
、
大
橘
勇
五
郎
氏

木
村
金
利
氏
《
野
宮
雄
造
氏
の

六
氏
と
現
雛
長
の
今
久
米
雄
氏

が
、
町
議
会
磯
貝
四
期
以
上
で

は
、
今
久
米
雄
氏
、
野
宮
雄
造

氏
、
大
橋
勇
五
郎
氏
、
沢
田
茂

氏
、
伊
藤
満
慈
氏
、
秋
元
武
治

氏
、
竹
内
武
六
氏
の
セ
氏
が
そ

れ
ぞ
れ
町
長
よ
り
表
彰
さ
れ
ま

し
た
。

ま
た
、
今
回
落
成
し
た
各
施

投
の
関
係
者
並
び
に
寄
贈
者
ら

に
は
、
田
中
町
長
よ
り
感
謝
状

が
剛
ら
れ
ま
し
た
。

（
祝
辞
を
述
べ
る
竹
内
代
繊
士
）

■■ ■■．’△

●
P

じ
ま
し
た
。

落
成
し
た
各
施
投
は
次
の
と

お
り
で
す
。

○
統
合
金
木
小
学
校

金
木
小
と
蒔
田
小
を
統
合
し

て
、
五
十
三
年
七
月
に
諦
工
、

総
工
岱
八
億
一
千
九
百
五
十
万

円
を
か
け
、
今
年
八
月
に
完
成
。

校
舎
は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造

三
階
建
て
、
而
稲
約
五
千
六
百

平
方
肘
。
こ
の
ほ
か
、
大
小
二

つ
の
体
育
館
等
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
あ
と
、

川
村
鼎
地
方
課

長
（
知
郭
代
理

）
、
竹
内
黎
一

代
縦
士
ら
が
来

賓
祝
辞
を
述
べ

表
彰
者
を
代
表

し
て
木
立
腿
五

郎
氏
が
謝
辞
を

行
い
、
式
を
剛

○
吊
り
橋
（
「
桜
松
橋
」
）

太
宰
碑
の
あ
る
登
仙
崎
と
そ

の
対
岸
を
結
ん
だ
も
の
で
、
総

工
我
七
千
百
八
万
円
で
昨
年
十

二
月
に
諸
工
、
今
年
六
月
に
完

成
。
橋
渡
長
百
二
十
八
・
七
五

肘
、
有
効
幅
風
一
・
六
財
。

二号上
○
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

川
倉
爽
の
川
脈
の
東
側
に
、

総
工
岱
一
億
二
千
九
百
八
十
万

円
で
昨
年
十
川
に
職
工
、
今
年

三
月
に
完
成
。
鉄
筋
コ
ン
ク
リ

ー
ト
造
二
階
建
て
、
温
泉
浴
場

や
ス
テ
ー
ジ
付
の
大
広
間
が
あ

り
ま
す
。

ダ

鰹
’叩

，
曙
込

●

今
川
五
Ⅱ
、
金
木
中
学
校
で

鋪
二
十
八
Ｍ
金
木
地
Ⅸ
少
年
防

犯
弁
論
大
会
が
金
木
地
腱
防
犯

協
会
（
会
踵
川
小
町
踵
）
主
雌

で
州
雌
さ
れ
ま
し
た
。

大
会
は
、
ま
ず
川
中
川
艇
大

会
長
が
「
子
供
た
ち
が
非
行
に

走
ら
ぬ
よ
う
、
実
り
あ
る
大
会

と
な
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。
」

と
あ
い
さ
つ
を
述
べ
、
間
山
金

（
熱
弁
に
Ⅲ
き
入
る
金
中
生
）

金
木
地
区
防
犯
弁
論
大
会

開
催
さ
れ
る

一
位
に
野
宮
康
子
さ
ん

木
警
察
署
長
の
あ
い
さ
つ
の
あ

と
、
弁
論
が
州
始
さ
れ
ま
し
た
。

二
町
二
村
で
榊
成
さ
れ
る
金

木
地
腱
防
犯
協
会
内
の
中
学
校

七
校
か
ら
二
名
ず
つ
計
十
四
櫓

が
熱
弁
を
腱
州
し
ま
し
た
。

結
果
は
、
個
人
で
は
、
一
位

が
金
木
中
三
年
の
野
宮
順
子
さ

ん
、
二
位
が
武
川
中
三
年
の
竹

内
ひ
と
み
さ
ん
、
三
位
が
内
潟

、
三
位
が
内
潟

中
三
年
の
秋
元

志
保
さ
ん
、
ま

た
団
体
で
は
、

一
位
内
潟
中
、

二
位
金
木
中
、

三
位
中
里
中
と

な
り
ま
し
た
。

一
位
の
野
寓

さ
ん
は
、
少
年

防
犯
弁
愉
喋
大

会
へ
出
場
す
る

こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。

(5）
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今
月
十
七
Ⅱ
、
金
木
町
中
央

公
民
餓
で
、
第
十
二
Ｍ
金
木
町

老
人
福
祉
大
会
が
盛
大
に
行
わ

れ
ま
し
た
。
十
時
に
附
会
し
、

修
礼
の
あ
と
開
会
の
こ
と
ば
を

金
木
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
副

会
長
の
三
浦
禅
雄
氏
が
述
べ
、

囮1 （
激
励
の
こ
と
ば
を
剛
る
田
中
町
長
）

い
つ
ま
で
も
お
元
気
で

■
第
十
二
回

金
木
町
老
人
福
祉
大
会

開
か
れ
る

~

黙
輔
、
脚
歌
斉
咄
に
つ
づ
い
て
、

主
催
者
あ
い
さ
つ
を
金
木
町
社

会
福
祉
協
縦
会
踵
花
川
一
氏
、

激
励
の
こ
と
ば
を
川
中
町
蛙
が

そ
れ
ぞ
れ
述
べ
、
顕
彰
に
移
り

ま
し
た
。

顕
彰
に
は
、
共
に
八
十
歳
を

共
に
八
十
歳
を

迎
え
た
鵬
海
さ

ん
夫
州
ほ
か
三

十
五
名
と
二
組

が
受
彰
さ
れ
、

受
彰
者
を
代
表

し
て
太
川
助
七

さ
ん
（
金
木
若

松
町
）
が
謝
辞

を
述
べ
ま
し
た
。

〈
顕
彰
者
〉

○
満
九
十
歳
以

上
の
長
が
者

沢
川
き
江
（

金
木
若
松
町
）

咄
海
ち
よ
（
〃

本
町
）
、
川
く

凸

●

に
（
蒔
川
）
今
サ
ト
（
あ
し
の

剛
）
鴫
海
き
い
（
孫
瀬
本
町
）

鴫
海
サ
ョ
、
今
ト
メ
（
〃
下
派

立
）
桜
庭
永
紀
（
騨
良
市
南
本

町
）
今
連
次
郎
（
〃
川
端
町
）

内
村
ふ
よ
（
〃
林
町
）
布
亦
行

才
吉
（
金
木
北
新
町
）
大
椛
つ

れ
（
〃
新
南
町
）
外
崎
イ
ョ
（

蒔
川
）
三
潟
キ
ク
（
湯
の
川
）

成
川
平
内
吉
（
あ
し
の
剛
）

○
満
八
十
五
歳
に
達
し
た
長
寿

者
角
川
リ
サ
、
小
野
慶
造
（
金

木
田
町
）
櫛
引
ミ
ネ
（
〃
南
新

町
）
太
川
助
七
（
〃
悲
松
町
）

向
川
弥
吉
川
倉
林
下
）
浅
利

多
次
郎
（
〃
上
宇
川
野
）
長
利

そ
よ
（
あ
し
の
閲
）
津
川
孫
市

（
嘉
瀬
下
鍛
治
町
）
叫
海
か
志

（
〃
新
堤
町
）
浜
川
き
せ
（
〃

上
昭
和
町
）
山
中
福
次
郎
（
〃

後
町
）
棟
方
さ
な
、
鴫
海
蝋
吉

（
〃
束
町
）
秋
村
み
ん
（
〃
下

派
立
）
今
七
汎
郎
（
灘
良
市
川

端
町
）
古
川
撫
七
（
〃
上
柏
木

）
伊
丸
岡
永
三
郎
（
〃
下
派
立

）
桑
川
東
太
郎
、
伊
丸
岡
と
め

桑
川
よ
そ
（
参
上
派
立
）

○
満
八
十
歳
に
達
し
た
長
寿
行

夫
姉鴫

海
蝿
吉
・
ソ
タ
夫
妻
（
噺

金
木
町
社
会
福
祉
協
縦
会
で

は
、
｜
」
の
大
会
を
記
念
し
て
町

内
各
学
校
か
ら
作
文
を
募
集
し

ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
小
林
ま

り
子
さ
ん
（
金
木
小
三
年
）
が

特
選
を
受
衝
し
ま
し
た
。

な
お
、
小
林
ま
り
子
さ
ん
の

作
文
は
、
大
会
で
元
気
に
朗
読

さ
れ
、
会
場
の
お
年
寄
り
の
み

な
さ
ん
か
ら
慌
し
み
な
い
拍
手

が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

入
賞
さ
れ
た
方
々
は
次
の
と

お
り
で
す
。

〈
特
選
〉

小
林
ま
り
子
釜
木
小
三
）

〈
入
選
〉

新
岡
央
章
釜
水
小
三
）
螺

滝
亜
世
子
（
Ｍ
三
）
し
ら
か
わ

し
よ
う
こ
（
川
、
小
一
）
い
ず

み
や
み
よ
し
（
Ｍ
二
）
黒
滝
美

千
代
（
同
三
）
外
崎
文
教
（
同

汎
）
川
中
美
奈
子
（
同
六
）
小

山
内
光
代
（
金
木
商
一
）
工
藤

美
紀
子
（
川
二
加
藤
和
子
（

川
二
泉
谷
照
代
（
川
二

瀬
束
町
）
山
中
伊
太
郎
・
リ
セ

夫
妾
（
〃
本
町
）
伊
丸
岡
永
三

郎
・
す
ゑ
夫
妻
（
喜
良
市
下
派

立
）特

選
に小

林
ま
り
子
さ
ん

●

今
年
は
脚
勢
調
介
が
行
わ
れ

ま
す
。川

勢
洲
汽
は
、
大
正
九
年
に

第
一
Ｍ
目
が
始
ま
り
、
以
来
五

年
ご
と
に
細
介
さ
れ
て
お
り
、

今
年
は
十
三
Ｍ
Ｈ
に
当
り
ま
す
。

国
勢
調
査
で
得
た
統
計
は
、

こ
れ
か
ら
の
ｎ
本
の
政
治
、
経

今
年
は
国
勢
鯛
査
の
年
で
す

Ⅱ
月
１
日
現
在
で

鯛
査
さ
れ
ま
す

十
川
十
六
Ⅱ
（
木
）

午
前
十
時
～
午
後
三
時

五
所
川
原
市
市
民
文
化
会
館

役
所
の
こ
と
で
、
苦
怖
や
困

っ
・
て
い
る
方
は
、
ど
ん
な
こ
と

で
も
ご
扣
談
下
さ
い
。
秘
密
を

守
り
無
料
で
親
身
に
な
っ
て
杣

談
に
応
じ
ま
す
。

ま
た
、
当
日
お
い
で
に
な
れ

な
い
方
は
、

金
木
町
小
川
町

川
村
雄
三

（
壷
二
’
二
二
三
二
）

へ
ご
杣
談
下
さ
い
。
い
つ
で
も

杣
談
に
応
じ
ま
す
。

合
同
行
政
相
験
所
を
開
股

お
し
ら
せ
・
お
知
ら
せ

済
の
方
向
を
決
め
る
論
施
策
の

基
礎
資
料
に
な
り
ま
す
。
例
え

ば
、
お
年
寄
り
の
実
態
は
老
人

対
策
を
進
め
る
鍵
と
な
り
、
母

子
家
庭
や
父
子
家
庭
の
実
態
は

母
子
福
祉
、
児
童
福
祉
の
充
実

に
つ
な
が
り
ま
す
。

十
月
一
川
現
在
で
調
査
す
る

わ
け
で
す
が
、
調
査
範
囲
が
広

い
の
で
一
川
で
は
調
盃
で
き
ま

せ
ん
。
で
す
か
ら
、
調
汽
員
は

事
前
調
炎
で
調
汽
に
ま
い
り
ま

す
の
で
、
み
な
さ
ん
方
も
あ
り

の
ま
ま
の
姿
を
お
答
え
下
さ
る

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

絶
対
に
、
税
金
や
そ
の
他
の

目
的
に
使
用
さ
れ
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
の
で
、
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

役場の執務時間が

変わります

（10月1H～3月31日）

平日8時30分～16時

（昼の休憩

12時～12時30分）

土曜日8時30分～12時

(6）
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今
月
四
日
、
青
森
県
商
工
会
野
球
大

会
で
、
金
木
町
商
工
会
野
球
チ
ー
ム
が

優
勝
し
ま
し
た
。

同
チ
ー
ム
は
、
宮
城
県
の
東
北
北
海

道
商
工
会
野
球
大
会
に
出
場
し
ま
す
。

ぐ

真写
亜

~

駁 揮“

1--
先月23日、第351回1市町村対抗県民体

育大会で、当町ママさんバレーが強豪

百石町を2-1で敗り、みごと優勝し

ました。▼。ヘ

ロ
’

‐

91

a

十
二
日
、
金
木
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

（
阿
部
定
一
会
長
）
か
ら
、
町
制
施
行

六
十
周
年
を
記
念
し
て
、
金
網
製
の
ダ

ス
タ
ー
ポ
ッ
ト
（
く
ず
か
ご
）
五
個
が

寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

ｑ

●

一

昭
和
五
十
四
年
の
冑
ガ
ン
検

診
の
結
果
を
み
る
と
、
受
検
者

四
百
九
十
四
名
中
、
四
○
～
五

○
代
が
全
体
の
五
分
の
三
（
六

十
七
％
）
と
最
も
多
く
、
次
い

で
六
○
～
七
○
代
が
五
分
の
一

（
十
八
％
）
で
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
当
町
の
ガ
ン
死

亡
を
み
る
と
、
六
○
～
七
○
代

が
全
体
の
五
分
の
四
（
八
十
一

％
）
と
大
半
を
占
め
て
お
り
、

四
○
～
五
○
代
は
五
分
の
一
（

十
九
％
）
で
す
。

こ
れ
を
み
る
と
、
若
い
働
き

盛
り
の
人
は
も
ち
ろ
ん
、
六
○

～
七
○
代
の
い
わ
ゆ
る
老
人
胴

も
、
年
だ
か
ら
い
ら
な
い
と
い

う
こ
と
な
く
、
積
極
的
に
ガ
ン

検
診
を
受
け
な
け
れ
ば
い
け
な

い
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

ま
た
、
昭
和
五
十
四
年
の
子

宮
ガ
ン
検
診
の
結
果
で
は
、
受

検
者
三
百
六
十
一
名
中
、
粘
密

検
査
を
要
し
た
者
が
七
名
お
り

う
ち
、
早
期
に
ガ
ン
を
発
兄
出

手
遅
れ
で
泣
く
よ
り

笑
顔
で
ガ
ン
検
診

●
来
た
た
め
、
手
術
を
し
、
現
在

元
気
に
悪
ら
し
て
い
る
方
も
数

名
い
ま
す
。

早
期
ガ
ン
は
八
十
五
～
百
％

近
く
は
治
り
ま
す
が
、
反
面
、

そ
の
時
期
を
の
が
し
た
時
は
治

る
率
が
急
激
に
減
っ
て
し
ま
い

ま
す
。
一
度
や
二
度
受
け
た
か

福
祉
の
相
談
日

〃
子
供
の
こ
と
か
ら

老
人
の
こ
と
ま
で
〃

毎
週
木
曜
日
は
福
祉
の
相
談
○
老
人
の
相
談

Ｈ
で
す
。
子
供
の
し
つ
け
や
寝
○
軽
し
の
杣
談

た
き
り
の
お
年
寄
り
の
こ
と
な
○
母
子
家
庭
や
ご
婦
人
な
ど
の

ど
．
福
祉
に
つ
い
て
の
ご
相
談

杣
談

に
応
じ
て
い
ま
す
。
時
間
・
場
○
体
が
不
自
由
な
方
の
机
談

所
等
は
次
の
と
お
り
で
す
。

○
知
恵
お
く
れ
の
方
の
相
談

＠
時
間
毎
週
木
暇
日

○
剛
体
活
動
の
相
談

午
前
九
時
～
十
二
時

、
場
所
金
木
町
役
場
ど
う
ぞ
ご
利
用
下
さ
い
。

＠
机
談
内
容

○
子
供
の
机
談

ら
と
か
、
身
体
が
丈
夫
だ
か
ら

受
け
な
く
て
も
い
い
、
と
い
う

の
で
は
な
く
、
定
期
的
に
自
分

か
ら
進
ん
で
検
診
を
受
け
る
事

が
大
頭
で
す
。

〃
手
遅
れ
で
泣
く
よ
り

笑
顔
で
検
診
を
“

姥
ガ
ン
検
診
で

不
安
の
な
い
毎
日
を
“

〔＝で‐
←宝=う

）(7
ー
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山
中
貴
志
（
蝿
） （

七
月
分
）

伊
藤
暢
昭
（
美
和
子
）
嘉
瀬

山
中
由
硴
（
弘
海
）
参

山
中
由
利
（
弘
海
）
〃

成
川
智
哉
（
正
志
）
金
木

今
大
樹
（
良
逸
）
喜
良
市

西
村
梓
（
謙
市
）
〃

平
川
真
司
（
久
悦
）
嘉
瀬

小
林
英
稔
（
稔
）
金
木

工
藤
謙
吾
（
孝
）
喜
良
市

小
笠
原
真
由
美
（
茂
）
金
木

小
松
桂
介
（
巧
）
斑
瀬

中
西
悟
（
清
彦
）
金
木

秋
元
理
香
子
（
慶
蔵
）
川
倉

鴫
海
玲
奈
（
務
）
嘉
瀬

山
中
崇
申
（
文
則
）
金
木

松
下
絢
門
（
一
夫
）
〃

斉
藤
善
哉
（
茂
）
蒔
川

今
寿
孝
（
寿
生
）
喜
良
市

斉
藤
望
（
務
）
嘉
瀬

泉
谷
和
志
（
佳
世
）
川
倉

伊
藤
正
志
（
伸
也
）
嘉
瀬

一
一
つ

生
と

誕
で

ご
め展

字
引

録 溝
〃

“
割
千
認
一
鍬
弐
一
訓
電
帷
（
栖
榊
銅
嘩
癖
蝉
一
錨
良
柿

斉
藤
昌
志
（
知
幸
）
嘉
瀬
（
難
輔
（
燕
一
課
稲

松
川
弘
幸
（
久
美
）
〃

石
戸
谷
由
乃
（
満
）
金
木
（
潅
暇
填
蛾
舜
痙
錘
鐸
ヶ
柳

菅
原
繭
（
惇
）
〃

川
中
和
幸
（
広
）
金
木
（
癖
岬
久
》
恭
一
禅
錘
蝿
川
輌

（
八
刈
分
）

新
岡
加
奈
子
（
倫
）
〃

（
認
鋤
叶
謎
郡
一
暉
岬
一
榊
奈
州

棟
方
忠
（
滴
則
）
再
良
市

吉
村
朋
晃
（
直
隆
）
〃

（
榊
岬
伸
諦
一
雄
恥
一
辮
程
獅

今
理
恵
（
正
四
）
嘉
瀬

其
川
仁
美
（
豊
光
）
川
倉
（
仙
雌
繁
趣
（
迄
』
準
）
訓
梨
秘

石
灯
谷
服
仁
（
鏡
治
）
金
木
（
悔
榊
貴
鐸
舜
一
恥
錘
蝿
所
榊

叫
海
雅
文
（
滴
美
）
〃

州
和
騨
蹄
燕
”
震
内
議
妻
一
繍

鋺
州
謡
》
一
繩
塞
搾
峠
（
赫
幟
疹
葎
（
蕪
一
一
斗
）
錘
康
榊

性
榊
騨
淫
一
癖
擁
（
熱
ち
窒
孵
漁
職

州
騨
縣
燕
惟
霊
籍
一
議
駕
鯏

山
川
太
一
（
正
二

〆ヘ

江111
良中

哩
子昇

－ご結婚一

おめでとう

職（
七
月
分
）
応
幟
由
鋸
群
鰕
麺
鉢
槌

一
種
錘
蹄
姉
一
解
（
諦
州
錐
郵
嬬
誌
睡
郵
）
呼
唾
州

＝

●
〃

（
鱗
む
謹
（
鍛
率
）
識
伽

（
歴
釧
き
州
弘
一
桝
癖
一
癖
所
噸

（
八
月
分
）

（
柳
細
恵
挫
郷
露
証
一
癖
酔
岬

（
七
月
分
）

坂
本
武
備
（
髄
）
藤
枝

岡
川
ヤ
ョ
（
虹
）
蕊
良
巾

白
川
よ
す
訂
）
蒔
川

商
橘
津
祢
（
妬
）
金
木

棟
方
武
凶
郎
（
認
）
寓
良
市

木
村
峯
五
郎
（
”
）
黒
瀬

近
藤
砂
吉
（
ひ
騨
良
巾

山
中
み
わ
（
弱
）
辮
瀬

「耐「而乘関･§磨祁戻面岑矛諒壬辛
谷llllll岡一ドIIJ;,)lll沢'l1田田藤田
和ふ姻
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塁
●

吉
川
マ
キ
（
蛇
）
蒔
川

（
八
月
分
）

泉
谷
宇
佐
美
（
的
）
川
倉

角
川
平
吉
（
刃
）
金
木

鈴
木
又
芳
（
花
）
〃

前
川
竹
次
郎
（
酌
）
神
原

徳
川
吉
太
郎
（
汚
）
金
木

成
川
キ
エ
（
汎
）
多

沢
川
軍
〈
調
）
嘉
瀬

伊
藤
イ
ト
（
河
）
金
木

木
下
つ
る
（
別
）
嘉
瀬

士
岐
武
一
（
的
）
金
木

角
川
政
之
（
的
）
金
木

白
川
賢
（
肥
）
〃

，
一
編
集
後
記

（
密
癖
樺
認
（
崎
羅
挙
）
》
里
祁

両
部
久
美
子
↑
久
論
）
金
木
－
１
！
壁

へ
植
村
憲
昭
（
勘
二
青
森
巾

（
叫
州
ま
り
証
（
権
罐
娠
）
幅
窪
師
っ
た
も
の
で
す
。
九
月
も
過
ぎ

ま
っ
た
く
ひ
ど
い
冷
害
に
な

（
齢
利
み
鋼
謹
一
癖
唾
岬
里
訓
よ
う
と
い
う
の
に
、
稲
の
穂
は

ま
っ
す
ぐ
上
を
向
い
た
ま
ま
と

（
臘
戦
露
姦
翻
は
…
：
。
い
つ
も
な
ら
、
黄
金

色
の
穂
が
、
頭
た
そ
う
に
下
に

（
幟
悔
拝
麩
一
恥
一
二
》
峪
神
垂
れ
、
展
家
は
刈
取
り
や
粘
米

の
準
備
に
忙
し
い
は
ず
な
の
に

（
》
内
誕
柵
（
誕
慰
鋤
）
榊
率
柿
作
況
は
町
全
体
で
二
十
八
％
と

か
、
ひ
ど
い
所
で
は
ま
っ
た
く

の
皆
無
作
に
な
っ
て
い
る
。
今

は
、
一
刻
も
早
く
脚
や
県
に
認

古
川
マ
キ
（
蛇
）
蒔
川
一
榧
祉
症
馳
鎚
鋤
響
稲
華
赫
宝
秘

（
八
月
分
）
害
に
あ
わ
れ
た
農
家
の
み
な
さ

本
谷
宇
佐
美
（
的
）
川
倉
ん
に
心
か
ら
お
見
舞
い
申
し
上

門
川
平
吉
（
刃
）
金
木
げ
ま
す
。

如
木
又
芳
（
花
）
〃
統
合
金
木
小
学
校
の
落
成
を

Ⅲ
川
竹
次
郎
（
聖
神
原
一
祝
い
、
福
川
元
僧
氏
（
⑥
ふ
く

瘤
川
吉
太
郎
（
汚
）
金
木
一
だ
社
長
）
に
よ
り
、
教
育
振
興

哩
川
キ
エ
（
汎
）
〃
ふ
く
だ
基
金
が
創
設
さ
れ
ま
し

低
川
軍
〈
調
）
嘉
瀬
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

伊
藤
イ
ト
（
河
）
金
木
た
。

小
下
つ
る
風
）
嘉
瀬
農
業
委
凰
会
は
三
階
（
産
業

工
岐
武
一
雨
）
金
木
課
と
な
り
）
に
移
転
、
ま
た
、

刈
川
政
之
雨
）
金
木
北
地
方
人
材
銀
行
相
談
所
も
同

ｕ
川
賢
（
翌
〃
所
に
移
転
し
ま
し
た
。

編
集
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